
唐か
ら
は
ふ
つ
ま
か
ざ
り

破
風
妻
飾
や
向こ

う
は
い
す
か
し
ら
ん
ま

拝
透
欄
間
な
ど
の
木
彫

刻
物
、
龍
頭
棟
飾
や
鬼
瓦
な
ど
の
焼
物
を

続
々
と
正
殿
に
搬
入
し
、
設
置
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
、
染せ

ん
し
ょ
く
た
れ
か
ざ
り

織
垂
飾
や
扁
額
な
ど

の
室
内
装
飾
と
石
彫
刻
物
の
製
作
を
行
っ

て
い
ま
す
。

首
里
城
未
来
基
金

令
和
４
年
４
月
か
ら
受
付
を
開
始
し
た

「
首
里
城
未
来
基
金
」
は
、
首
里
城
に
象

徴
さ
れ
る
固
有
の
歴
史
と
文
化
の
継
承
を

目
的
と
し
た
「
伝
統
的
な
建
築
な
ど
の
技

術
に
か
か
る
人
材
育
成
」
お
よ
び
「
古
都

首
里
の
歴
史
的
空
間
創
出
」
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

首
里
城
に
象
徴
さ
れ
る
伝
統
的
な
建
築

技
術
を
継
承
す
る
た
め
、
人
材
育
成
と
次

世
代
継
承
を
支
え
る
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
図
る
た
め
の
研
修
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
、
建
造
物
木

工
分
野
と
木
彫
刻
分
野
の
研
修
を
実
施
し
、

令
和
７
年
度
も
引
き
続
き
人
材
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
文
化
資
源
の

再
現
整
備
と
し
て
、
龍
潭
近
く
の
世ゆ

持む
ち

橋ば
し

勾こ
う

欄ら
ん

の
製
作
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
取
り
組
み

正
殿
復
元
だ
け
で
な
く
、
県
で
は
、「
首

里
城
復
興
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
火
災

の
再
発
防
止
に
向
け
た
管
理
体
制
の
構
築
、

琉
球
王
国
世
継
ぎ
（
世
子
中
城
王
子
）
の

邸
宅
で
あ
っ
た
中な

か
ぐ
し
く
う
ど
ぅ
ん

城
御
殿
や
松
崎
馬
場
の

整
備
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

首
里
城
正
殿
が
姿
を
あ
ら
わ
す

首
里
城
正
殿
復
元
の
進
捗
で
す
が
、
現

在
、
首
里
城
正
殿
の
外
観
塗
装
が
完
成
し

て
お
り
、
令
和
７
年
10
月
末
に
は
、
工
事

中
の
正
殿
を
覆
っ
て
い
た
、
素す

屋や

根ね

が
解

体
さ
れ
る
予
定
で
す
。
素
屋
根
が
解
体
さ

れ
れ
ば
、
実
に
約
６
年
ぶ
り
に
、
沖
縄
の

太
陽
の
下
、
首
里
城
正
殿
が
姿
を
あ
ら
わ

す
予
定
で
す
。

今
後
、
内
装
な
ど
の
工
事
が
進
め
ら
れ
、

令
和
８
年
秋
に
正
殿
が
完
成
す
る
予
定
で

す
。
正
殿
完
成
後
は
、
南
殿
・
北
殿
な
ど

の
復
元
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
、
国
や
関
係
機
関
と
連
携

し
、
首
里
城
の
復
元
に
取
り
組
み
ま
す
。

問い合わせ 　首里城復興課　電話：098-943-0140

首
里
城
復
興
課 

公
式
Ｘ

正殿屋根（素屋根内）の様子

中城御殿イメージパース

世持橋イメージスケッチ

イベント紹介

首里城の着実な復興の状況を県民の皆さまと共有する
ため、「観て」「学んで」「楽しむ」イベントを開催します！

時期：令和７年12月（予定）
場所：首里城公園
内容： 首里城周遊ツアー・親子向け手作り体験（昼の部）

ナイトタイムコンテンツ（夜の部）
詳細は決まり次第、首里城復興課公式Xやホームペー
ジなどでお知らせしていきます！
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特 集

進
む
首
里
城
正
殿
の
復
元

首
里
城
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み

令
和
元
年
10
月
31
日
未
明
に
発
生
し
た

火
災
に
よ
り
、
首
里
城
正
殿
を
含
む
建
物

９
棟
及
び
建
物
内
に
展
示
・
収
蔵
さ
れ
て

い
た
多
く
の
美
術
工
芸
品
な
ど
が
焼
失
し

ま
し
た
。

県
で
は
国
と
連
携
し
、
首
里
城
正
殿
の

早
期
復
元
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

国
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
寄
附
金
を
活
用
し
、
復
元
工
事
に
用
い

る
木
材
や
赤
瓦
の
調
達
、
装
飾
品
の
製
作

と
と
も
に
、
首
里
城
復
元
後
も
見
据
え
た

人
材
育
成
や
歴
史
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
寄
附
金
を
活
用
し
た
取
組
の

概
要
お
よ
び
首
里
城
復
元
工
事
の
進
捗
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

寄
附
金
に
つ
い
て

火
災
直
後
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
は
、
令
和
６
年
度

末
時
点
で
約
61
億
円
を
超
え
て
お
り
、
そ

の
う
ち
「
首
里
城
復
興
基
金
」
と
し
て
約

55
億
円
、「
首
里
城
未
来
基
金
」
と
し
て

約
６
億
円
を
ご
寄
附
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
改
め
ま
し
て
、
寄
附
し
て
い
た
だ
い

た
多
く
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

首
里
城
復
興
基
金

火
災
後
か
ら
令
和
４
年
３
月
ま
で
に
寄

附
い
た
だ
い
た
「
首
里
城
復
興
基
金
」
は
、

正
殿
の
赤
瓦
や
屋
根
を
支
え
る
柱
・
礎
石

な
ど
の
主
要
な
部
材
の
調
達
や
、
来
訪
者

の
目
に
つ
き
や
す
い
龍

り
ゅ
う

柱ち
ゅ
うや
龍

り
ゅ
う

頭と
う

棟む
な

飾か
ざ
り、

扁へ
ん

額が
く

な
ど
の
装
飾
品
の
製
作
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
の
復
元
時

以
降
の
新
た
な
知
見
や
、
沖
縄
県
立
芸
術

大
学
な
ど
の
研
究
機
関
の
協
力
に
よ
る
高

精
細
な
古
写
真
、
現
時
点
で
確
立
さ
れ
た

技
術
、
有
識
者
に
よ
る
監
修
な
ど
の
も
と
、

当
時
の
姿
に
よ
り
近
づ
け
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
ま
で
に
木
材
や
礎
石
を
調

達
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
は
屋
根
に
葺

く
赤
瓦
約
６ 

０
，０
０
０
枚
を
は
じ
め
、

5 4美ら島沖縄 2025.10 美ら島沖縄 2025.10場所：奥武山公園・県立武道館

10 ～24 26金 沖縄の産業まつりへ行こう日
場所：奥武山公園・県立武道館

10 ～24 26金 沖縄の産業まつりへ行こう日


